
　
『
最
初
は
、
福
市
で
畳
を
作
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。』
と
、
専
務
の
高

西
さ
ん
。
昭
和
41
年
に
米
子
市
福
市

に
会
社
を
設
立
し
、
ワ
ラ
の
代
わ
り

に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
使
用
す
る
と

い
う
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
畳

の
開
発
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
技
術
を

応
用
し
て
丈
夫
で
軽
い
船
の
開
発
・

製
造
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

工
場
が
手
狭
に
な
っ
た
昭
和
46
年
に
、

企
業
誘
致
に
よ
り
こ
し
き
が
丘
の
日

野
川
沿
い
に
工
場
を
移
転
し
、
本
格

的
に
船
を
製
造
し
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
大
山
工
場
の
主
力
商

品
で
あ
る
、
外
断
熱･

内
断
熱
用
断

熱
材
「
ロ
ッ
ク
セ
ル
ボ
ー
ド
」
や
防

音
マ
ッ
ト
「
お
と
な
し
く
ん
」
な
ど
、

主
に
建
材
の
研
究
開
発
を
行
な
い
、

独
自
技
術
に
よ
り
製
造
し
、
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
防
音
マ
ッ
ト
「
お
と
な
し

く
ん
」
は
、
そ
の
優
れ
た
防
震
・
防

音
性
能
に
対
し

文
部
科
学
大
臣

か
ら
科
学
技
術

振
興
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、

廃
棄
物
と
し
か

な
ら
な
い
回
収

さ
れ
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
杉
の
皮
、

果
て
は
泥
ま
で
を
固
め
る
こ
と
で
、

エ
コ
商
品
を
次
々
と
開
発
し
、
鳥
取

県
の
グ
リ
ー
ン
商
品
の
認
定
を
受
け

て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
ら
の
商
品
は
海
外
で
も
高

い
評
価
を
受
け
、
韓
国
・
中
国
・
台

湾
な 

ど
へ
も
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
西
専
務
は
『
経
費
の
削
減
や
顧
客

の
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
に
開
発

し
た
も
の
が
、
結
果
と
し
て
エ
コ
や

リ
サ
イ
ク
ル
に
な
っ
た
だ
け
』
と

淡
々
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
男
女
の
間
以
外
な
ら
』
と
に
か
く

固
め
る
こ
と
が
得
意
で
、
大
手
企
業

な
ど
各
方
面
か
ら
の
研
究
・
開
発
依

頼
も
多
く
、
エ
コ
商
品
研
究
・
開
発

力
に
優
れ
た
企
業
と
し
て
し
っ
か
り

と
未
来
を
見
据
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

伯
耆
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
こ

ち
ら
の
エ
コ
商
品
が
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
下
さ
い
。
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「
大
山
友
禅
染
」
を
手
掛
け
る
川

原
さ
ん
夫
妻
は
、
長
年
の
夢
だ
っ
た

「
染
色
工
房 

＆ 

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ　

Ｇ
ａ
ｌ

ｌ
ｅ
ｒ
ｙ　

染
姫
」（
伯
耆
町
金
屋

谷
）
を
昨
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

 　

今
年
５
月
に
は
、
韓
国
・
ソ
ウ

ル
仁
寺
洞
の
韓
国
工
芸
文
化
振
興
院

で
「
染
色
作
品
展―

心
を
染
め
て

―

」
を
開
催
、
美
術
系
大
学
の
教
授

や
学
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
来
場
者
た
ち

は
、「
大
山
友
禅
染
」
の
繊
細
な
色

使
い
や
豊
か
な
表
現
力
に
感
動
し
き

り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

川
原
栄
次
さ
ん
は
、
大
阪
の
法
律

事
務
所
に
就
職
後
、
日
本
の
染
色
の

本
場
、
京
都
で
染
色
を
学
び
、
昭
和

57
年
に
妻
か
な
よ
さ
ん
の
故
郷
で
あ

る
丸
山
に
ア
ト
リ
エ
を
開
き
ま
し
た
。

以
来
、
二
人
三
脚
で
精
力
的
に
創
作

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

工
房
で
は
、
創
作
の
ほ
か
草
木
染

教
室
や
作
品
展
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
も
開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
や

地
域
の
方
と
の
交
流
の
拠
点
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

染
色
工
房 

＆ Cafe G
allery 　

染
姫

☎
５
２‐

３
５
０
２

　

ひ
と
き
わ
新
緑
が
美
し
い
広
々
と

し
た
公
園
が
、
日
野
川
と
野
上
川
の

合
流
点
近
く
の
河
原
に
あ
る
の
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

 　

平
成
13
年
に
全
面
完
成
し
た
こ

の
公
園
は
、
宮
原
集
落
の
方
々
が

運
営
し
て
い
る
「
楽
々
福
水
辺
公

園
管
理
委
員
会
」
の
手
に
よ
り
美
し

く
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

芝
刈
り
、
適
時
で
の
散
水
、
肥
料

散
布
作
業
な
ど
き
め
細
か
い
管
理

に
よ
り
、
年
間
１
万
人
近
い
方
々
が

気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

広
さ
３
５
，
７
９
０
㎡
の
公
園
に

は
、
誰
で
も
自
由
に
遊
べ
る
広
々
と

し
た
芝
生
広
場
と
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
４
面
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
１
コ

ー
ス
、
休
憩
所
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

毎
年
様
々
な
大
会
や
、
夏
休
み
昆
虫

観
察
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
親
し
い
方
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

フ
ジ
化
成
工
業
株
式
会
社

本
社
大
山
工
場

代 　 表　代表取締役 笠原 兼典
資 本 金　7,900万円
会社設立　昭和46年5月（本社大山工場）
社 員 数　23人（うち地元採用7人）
所 在 地　伯耆町大殿1241-1
電 　 話　68-2721
Ｈ 　 Ｐ　http://www.fujikasei-kk.com

会社データ

　スタート時、工場では漁船を製造しており、
山の上での造船ということで当時はまちの話
題に。今でも工場への坂道に船を運ぶための
３本のレール跡が残っています。

ち ょ こ っ と 情 報
【
お
問
合
せ
・
利
用
申
込
み
】

楽
々
福
水
辺
公
園
管
理
委
員
会

☎
０
９
０‐

４
８
０
６‐

９
２
６
５

芝生が青々と美しいフリースペース

韓国で開かれた
「染色作品展ー心を染めてー」

二人三脚で創作活動をする川原夫妻

整理整頓された工場で黙々と作業する様子

フジ化成工業株式会社　本社大山工場

グランドゴルフ場は、定期的に場所を移しますので、
変化に富んだプレーが楽しめる。

伯耆町役場

伯耆橋
国道181号線

ジョモ
岸本小

岸
本
駅

山陰合銀

鳥銀

岸本局

フジ化成工業

カ
フ
ェ

ギ
ャ
ラ
リ
ー

そ
め
ひ
め

憩
い
と
潤
い
の
空
間

さ
さ
ふ
く
水
辺
公
園

独
自
技
術
に
よ
る

エ
コ
商
品
の
製
造
・
販
売

～伯耆町を
  もっと知ろう～

ほっと
　はっと
ほうき

床材と合板などの下地材の間に「お
となしくん」をはさむことで優れた
防振・防音性を発揮する。

誘致企業紹介

川
原
　
栄
次
　
　
　
　

　
　
　
か
な
よ
　
さ
ん

大
山
友
禅
染

鳥
取
県
伝
統
工
芸
士

まちの宝

まちのえーとこ


